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地域の概要（１）
実施概要

地域の概要（１）

福岡市には、韓国や中国を中心に、海外
から多くの方が来訪される。から多くの方が来訪される。
「国際集客文化都市」の実現を目指し、
「モバイル端末を活用した外国人向け移動
支援サ ビス」の提供を行います支援サービス」の提供を行います。

地域が抱える課題
1. 外国語の案内資料（コンテンツ）が不十分
（どこに行けばよいかわからない）

港には表示があっても、街中には・・・
（どこに行けばよいかわからない）

2. 外国語の案内表示が不足している
（どうやって行けばよいかわからない） ？？？（どうやって行けばよいかわからない）

3. 交通機関（バス）の利用方法がわかりにくい
（せっかくの公共交通機関も利用できない）

？？？

（せっかくの公共交通機関も利用できない）



地域の概要（２）地域の概要（２）

スポット案内及び徒歩経路整備対象エリア

バ 経路案内対象路線バス経路案内対象路線
WiFi（無線LAN）による位置特定対象エリア

福岡福岡

福岡とアジアの位置関係

実施地区地図（福岡市）



福岡地区モビリティサポートモデル事業の概要（１）

＜特徴＞
や 対応 ある を情報端末と 利用

福岡地区モビリティサポ トモデル事業の概要（１）

・GPSやWiFi対応であるスマートフォンを情報端末として利用
・汎用性の高い市販の端末であるiPhoneを選定
・観光客向けの自律移動支援システムを構築

モバイル端末

＜サービス概要＞
ユーザーに施設等の情報を提供し、その施設を目的地として モバイル端末

（iPhone）設定した場合に、そこまでの公共交通機関を含めた移動経路
を案内し、移動の支援を行うサービスを実施した。

・観光情報
（現在地からの距離等）

・目的地までの経路情報

GPS＆WiFi

・買い物
・グルメ

目的地までの経路情報
・交通情報

・施設情報

バスの乗降・現在地

徒歩とバス利用の経路にて実施

・観光情報
・目的地



移動支援サービスの概要（２）
＜モバイル端末を用いた外国人向け移動支援サービス＞

移動支援サ ビスの概要（２）

○目的地は、モデルコースや自由検索から目的にあわせて選択
○観光施設や飲食店・ショッピング等、リストから目的地を選択
○自分の位置を特定(ノ ド選択）○自分の位置を特定(ノード選択）
○目的地への経路を案内（バスでの移動も含む）

③現在地付近の赤丸
点滅箇所（ノード）を選択。
現在地が分からない場合

②リストから、
目的地を選択

①コースを選択
目的に合わせて
選択。

現在地が分からない場合
は画面中央付近の赤丸を
選択。

目的地を選択。

④経路案内に従って移動
現在位置は、WiFiの電波
やGPSなどを連携して特
定し、表示。
バスでの移動がある場合
には、乗り場・降り場・路

⑤軌跡表示
線・時刻等も表示。
移動した軌跡も表示。

⑤軌跡表示



移動支援サービスの概要（３）

○4カ国語対応（韓・中（繁・簡）・英）

移動支援サ ビスの概要（３）

○観光地を「まちあるき」形式で案内するモデルコース案内
○行きたい場所のジャンル検索（今居る場所に近い順で表示）
地 が 検索（ プ検索）○地図を見ながらの検索（マップ検索）
○設定した目的地へのバスの乗車も含めた経路案内（ルート表示）

モデルコース案内 ジャンル検索 マップ検索

4カ国語対応（韓・中（繁・簡）・英）

モデルコ ス案内 ジャンル検索 マップ検索
および
ルート表示



移動支援サービスの概要（４）

無線ルータによるWiFi空間の創出

移動支援サ ビスの概要（４）

福岡市役所前広場もWiFi空間（全天候型）

（但し、初期投資、維持費は・・・）



移動支援サービスの概要（５）

2009年12月に試験運用による実証を実施
ビ

移動支援サ ビスの概要（５）

2010年1月にモニターを募集して移動支援サービス提供を実施
＜移動支援サービス提供スケジュール＞

2009年12月
外国人スタッフによる試験運用を実施。
（韓国人大学生インタ ンシ プ3名）（韓国人大学生インターンシップ3名）

2010年1月13日～15日
留学生及び、在住の外国人のモニターを募
集し、サービスを利用。
在福外国人31名／中国16名、韓国3名、メキシコ2名、在福外国人3 名／中国 名、韓国 名、 キシ 名、

オーストラリア2名、アメリカ1名、ニュージーランド1名、フィ
リピン1名、英国1名、ポーランド1名、インドネシア1名、ザン
ビア1名、日本1名（中国人とのハーフ）

2010年1月28日
韓国の方を対象にモニターツアーを実施。

外国人向け情報誌「Fukuoka Now」実際に韓国から訪れた方に端末を貸出、
サービスを利用。（観光客15名）

外国人向け情報誌「Fukuoka Now」
に掲載したモニター募集広告



移動支援サービスの概要（６）移動支援サ ビスの概要（６）

自分が移動
した軌跡した軌跡。
赤いプロット
で表示される。

外国人観光客にモニターとして モバイル端末（iPhone）を使用し 街歩きをして頂いた外国人観光客にモニタ として、モバイル端末（iPhone）を使用し、街歩きをして頂いた。



移動支援サービスのシステム概要
位置特定インフラ

GPS、WiFi

移動支援サ ビスのシステム概要

GPS、WiFi

GPS、WiFi

・場所情報・場所情報コードコード
・その他の情報・その他の情報位置情報コードに

位置情報

位置情報 ド

関連した情報へ、アクセスし、
情報を取得

イイ

携帯端末

・位置情報
・コース情報
・施設情報
地図情報

イ
ン
タ
ー
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イ
ン
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ー
ネ

位置情報

・地図情報
・公共交通情報

ネ
ッ
ト
等

ネ
ッ
ト
等

・位置情報
・コース情報
・施設情報
・地図情報
公共交通情報 等

地図情報

公共交通

外部データベース

・公共交通情報 等公共交通
情報



「地域が抱える課題」に対する実験結果と評価・今後への課題「地域が抱える課題」に対する実験結果と評価 今後への課題
（結論と評価）

◆交通機関（バス）の利用方法がわかりにくい◆交通機関（バス）の利用方法がわかりにくい
【達成目標】外国人のバス利用について、利便性が高まること

【評価指標】特定ル トを移動させた際の「バス移動 の降車」に 「自分だけの力 降りること【評価指標】特定ルートを移動させた際の「バス移動での降車」について、「自分だけの力で降りること
ができた」「誰かに尋ねるなどして降りることができた」「最寄りのバス停で降りることが
できなかった」の３つの回答を選択してもらい、そのサンプル数を取得した。
また 在福外国人に対し は 実験後 グル プインタビ に 得られた 定性的な情報また、在福外国人に対しては、実験後のグループインタビューにて得られた、定性的な情報
を評価に加えた。

在福外 約 韓 観 客 が 自 バ 移動 降車が【評価】在福外国人の約90％、韓国人観光客の53%が、自力でバス移動、降車ができた
但し、降車についての案内が欲しいとの要望もあった。
バス停の標記は日本語となっており、ハード(環境）面にも期待したい。停 標記 本語 な り、 ド(環境）面 期待
（交通事業者と連携して、公共交通情報の充実も必要）



「地域が抱える課題」に対する実験結果と評価・今後への課題「地域が抱える課題」に対する実験結果と評価 今後への課題
（結論と評価）

◆外国語の案内表示が不足している外国語の案内表示が不足して る
【達成目標】外国人が観光する際に、思うように目的地を探し移動することができること

【評価指標】アンケート調査では 以下の点に着目し そのサンプル数を取得した【評価指標】アンケ ト調査では、以下の点に着目し、そのサンプル数を取得した。
・ある地点に移動するまでに使用したサービスの機能
・目的地の決定
・目的地へのルート検索・目的地へのル ト検索
また、在福外国人に対しては、実験後のグループインタビューにて得られた、定性的な情報
を評価に加えた。

【評価】在福外国人の約77％、韓国人観光客の40%が、マップ機能で現在地の確認に使用
在福外国人の約83.9％、韓国人観光客の33.3%が、マップ機能で行き先の確認に使用

算 都合 外 対応 地 が準備 為 意予算の都合上、外国語対応の地図が準備できなかった為、わかりにくいとの意見もあっ
た。
外国語対応は、今後の課題でもある。



「地域が抱える課題」に対する実験結果と評価・今後への課題「地域が抱える課題」に対する実験結果と評価 今後への課題
（結論と評価）

◆外国語の案内資料（コンテンツ）が不十分◆外国語の案内資料（コンテンツ）が不十分
【達成目標】このサービスによって、案内された観光条件に満足し、福岡市内観光

の満足度が向上すること
【評価指標】アンケート調査では、「本サービスの利用意向」に着目し、そのサンプル数を取得した。

また、在福外国人による満足度については、実験後のグループインタビューにて得られた、
定性的な情報から評価することとした。

【評価】在福外国人の約96.7％、韓国人観光客の60%が、利用意向を示した
「便利だから」 「ほしい情報が手に入るから」との評価有り「便利だから」、「ほしい情報が手に入るから」との評価有り。
反面、利用したくない理由（韓国人観光客）の83.3%が使いにくいとの評価も有り。
外国人に使い易いシステムを今後も十分に追及していく必要がある外国人に使い易いシステムを今後も十分に追及していく必要がある。



水平展開できる点（１）水平展開できる点（１）

＜成果＞
汎用端末（市販）○

汎用端末（iPhone）を使用して、十分に対応可能

＜考察＞

汎用端末（市販）○

＜考察＞

◆位置特定にはGPSとWiFiを併用

GPSの精度
・GPSは、天気により数十メートルの誤差有り

GPS→ NG!
気

・ビルの多い場所や、アーケード街でも届かない

WiFiの併用が有効

WiFiによる位置特定
・無線ルータ（3つ以上）の電波の強度により、
位置特定を行う位置特定を行う

精度の高い位置特定も可能



水平展開できる点（２）

◆位置特定の方法

水平展開できる点（２）

・現在位置の特定は、点滅箇所を選択

現在地が分からない場合は自分で選択現在地が分からない場合は自分で選択
GPSでの誤差を修正も可能

移動した経路の軌跡を表示

現在地付近の赤丸点滅箇所を選択
※現在地が分からない場合は画面中央付近
の赤丸を選択

・移動した経路の軌跡を表示

実験当初は無かった機能だが、自分の移動
経路が分かった方が良いとの意見を反映

移動した経路
に赤丸が表示
（軌跡表示）経路が分か た方が良 との意見を反映

◆ノ ドの設定◆ノードの設定

・U-Codeと連携を考慮したノード（緯度・経度）の
振り方を採用 （「交差点なら4ヶ所」も）
ITに熟知していない方でも、
容易にノード設定が可能容易にノ ド設定が可能

赤丸が交差点等に設定されたノード



水平展開できる点（３）

◆バス路線を含めた目的地への経路検索

水平展開できる点（３）

・経路案内には、徒歩経路とバス経路を表示

バス停案内と時刻表も連携ス停案内と時刻表も連携

現在地付近の赤丸
点滅箇所を選択
※現在地が分からない

青はバス経路
橙は徒歩経路

赤丸は目的地

現在地から目的地までの
総経路 離 徒歩経路 離

赤吹出は
現在地（出発地）

※現在地が分からない
場合は画面中央付近
の赤丸を選択

総経路距離と徒歩経路距離、
バス経路距離を表示

乗車バス停と降車バス停や

移動した経路
に赤丸が表示
（軌跡表示）

※地図の拡大縮小も可能

乗車バス停と降車バス停や
バス番号、時刻表を表示

※地図の拡大縮小も可能

【経路案内表示（詳細）】



今後の展開・運用について今後の展開 運用について
本事業の実験に参加した方より、このようなサービスを使っていきたいという要望が
多く寄せられた。この期待に応え、以下に挙げる課題を克服していくことで、福岡に

コンテンツの更なる整備 位置情報・特定技術の精度向上

訪れる外国人にとって不可欠な標準サービスとして自立していくことで、事業を継
続・発展させていきたい。

コンテンツの更なる整備

・観光客にとって有益な情報の深掘り調査と編集、提供
・ビジネスマン向けコンテンツの充実
・在住の市民が得られるレベルでの 情報量の充実

位置情報 特定技術の精度向上

・WiFiによる位置特定に対応したエリアの拡大
→GPSに頼らない位置特定技術の必要性
・都市部における位置情報基盤（地下道や屋内まで・在住の市民が得られるレベルでの、情報量の充実 ・都市部における位置情報基盤（地下道や屋内まで
含めた位置情報）の整備

サービス提供モデルの確立

外国人 サ ビ 周知 広報 方法

他サービス・企業との連携

事 者 連携 情報 ・外国人へのサービス周知・広報の方法
・端末を持たない外国人へのサービス提供
モデル
課金等ビジネスモデルの検討（ユ ザ 課

・交通事業者と連携した、公共交通情報の充実
・旅行代理店・ホテル等とのサービス提供連携
・地元商店の外国人対応への協力
外国語対応案内板の増加など 行政サ ビス ・課金等ビジネスモデルの検討（ユーザー課

金or 広告収入モデル…等）
・外国語対応案内板の増加など、行政サービス
との連携



今後の展開・運用について
本事業の成果を活用し、他分野への応用や異なる対象者へのサービス
といった横展開も検討していきたい

今後の展開 運用について

といった横展開も検討していきたい。

今後の横展開で考えられるケース

・都心部特有の地下～地上にかけての乗り換え接続時の経路案内

・障害者やお年寄りを対象にした、バリアフリー経路案内サービス

・同上の対象者に向けた、屋内移動支援サービス

など


